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みん'Jで話レあいさまりを守り 明るい，，>Uこにします

章憲民市sa毎秒三
No.BOO 1991年(平成3年)

3.1 
我E章子市役所企画財政部広報広聴限
〒2矛0-11n&予~.Il手 186800471 【85) 1111 

〈基本型(A・B・c)型〉

同局勾ÊJ[lÊJ@1j~
将
来
の
生
活
に
も
う
ひ
と
つ
の
安

給
付
の
型
(
左
表
参
照
)
の
組
み
合

わ
せ
で
年
金
が
組
み
立
て
ら
れ
ま

す。
-
口
目
基
本
型
(
年
金
月
額

3
万
円
)
A
・
B
-
C
の
な
か
か
ら

1
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

2
ロ
目
以
降
終
身
型

(
年
金

月
額
1
万
円
)
A
-
B
C
お
よ
び

有
期
型
(
年
金
月
額
1
万
同
)
I
-

H

m
の
な
か
か
ら
選
び
自
分
に

あ
っ
た
年
金
を
つ
く
れ
ま
す
。

年

金

の

結

付

と

揖

金

*
加
入
は
口
数
制
と
し
、
年
金

額
や
給
付
円
盤
は
加
入
さ
れ
る
方

が
選
択
し
ま
す
。

市
…
掛
金
は
選
択
す
る
給
付
向
型

口
数
お
よ
び
加
入
時
的
年
齢
に
よ

っ
て
決
ま
り
掛
金
向
上
限
は
月
額

6
万
8
0
0
0同
で
す
。
ま
た
、
掛

金
は
指
定
の
金
融
機
関
内
口
座
か

ら
自
動
引
き
落
と
し
き
れ
ま
す
。

*
掛
金
は
金
額
、
社
会
保
険
料

役
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
・

本
お
受
け
取
ワ
に
な
る
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま

す。

4月からスタート三2 

4
月
1
白
か
ら
、
国
民
年
金
基
金
制
度
」
ガ
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
わ
ガ
国
の
高
齢
化
社
A

穿
急
速
巳
進
む
な
か
、
よ
り

鐘
か
怠
畏
寿
柱
会
を
送
れ
る
よ
う
新
し
く
で
き
た
制
度
で

す
。
合
図
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
将
来
の
生
活

股
計
巳
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
V
国
保
年
金
線
年
金
係

庄司
直E
・80緩まで保証期間っきi亡く砧111:o1!!8山田 信まで の 障 りl

町間閣分>，;週五袋町方がー時盆でお畳け胆 l
り仁局忘れます

・配当でボーナス給付がつく楽レみ

があります。
mー→軍

I!身
お費11
取り

ボーナス給付(年一回)

年金月額

3万円

軍司
・保証期闘がありませんが、その分

賂金が安〈なっています。

・配当でボーナス給付がつく楽しみ

があります。

ト月額 ヤ11S万円 1 取り

凶
組

匡E
・保証期間もポナス給付もありま

せんが、その分i葺金がさらに安く

なっています。

包t:l:A) (終身型(A・B'C)型・有期型(I・II・U¥)型〉

団 l110銭

までの15年聞

を手厚く保証

します。

終身
お畳け
取り

震

000 
-65筋力、ら75歳
までの10年間

を手厚く保障

します。

総身
お安l才
取り

ボーナス給付(年1回)

年金月額

1万円
75 
8 

回
総

直司
・年齢に差のあ
るご夫錫がお

二人そろって
年金を受けた

い場合などに

適しています。盟

同日

vnソ

向

m
e
A
防
剛

健
お

ー、、
i
fJ

ノ

年金月額

1万円

匡雪

震

シ〆

卜

問
健
康
ま
つ
り

楽しくふれ合おう

世代を飽えて

3月2日ω・3日(日}
時|

午前10時から午後4時

国

民

年

金

基

金

め

の

方

は

加

入

で

き

ま
せ
ん
)

②
前
回
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除

制

度

巴

つ

い

て

さ

れ

て

い

る

方

、
農
業
者
年
金
基

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
加
入
す

し
て
い
る
方
の
年
金
は
、
老
齢
基
べ
き
方
は
、
国
民
年
金
基
金
に
は

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
(
退
職
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

共
演
年
金
)
の

2
階
建
て
と
な
っ

ご
注
意

て
い
ま
す
が
、
自
営
業
の
方
な
ど
*
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
た

国
民
年
金
の
加
入
者
は
老
齢
基
礎
方
は
、
任
意
に
脱
退
す
る
こ
と
は

年
金
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
・
で
き
ま
せ
ん
・

新
し
く
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト

す

*

加

入

し

た

方
は
、
第
1
号
被

る
こ
の
制
度
は
、

自
営
業
の
方
な
保
険
者
で
な
く
な

っ
た
と
き
や
ほ

ど
が
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
れ
か
の
都
道
府
県
に
転
居
し
た
と
き

る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
な
ど
に
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
す
.

き
る
も
の
で
す
。

*

ほ

か

の

都

道

府

県

に

転

居

し

制

度

巴

加

入

で

た

と

き

は

転

居

先

の
都
道
府
県
の

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

き
る
方

9
つ
の
型
か
ら

①
閲
民
年
金
の
第
1
号
被
保
有

者

a
m歳
か

ら

震

に

な

る

ま

打

選

択

の
聞
の
自
営
業
向
方
な
ど
が
対
象
加
入
は
、
口
数
制
と
し
、
自
分
の

に
な
り
ま
す
。
(
会
社
な
ど
に
お
動
将
来
設
計
に
合
わ
せ
て
、

9
つ
の

曲
R

ア-7

日

第
7
回
値
由
閉
ま
つ
り
を
保
他

セ
ン
タ
ー
で
開
悩
し
ま
す
。
健

康
相
械
や
健
版
チ
エ

y
ク
な
ど

自
由
に
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
い
ろ
い
ろ
用
意
し
ま
し
た
。

ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
?
人
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

イ
，、、-3月

2
日
(
土
)
*
ミ
ニ
体
力

測
定
(
午
前
凶
時
3
正
午
)
体
育

指
導
貝
に
よ
る
レ
ク
リ

エ
l
ン

ョ
ン
を
か
ね
た
休
力
測
定
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
(
容
加
自
向
)

-3月
2
日
(
土
)
*
映
画
会

(
午
後
1
時
3
3時
)
上
映
内

容
は
当
日
ま
で
の
お
た
の
し
み

.
3
月
3
日
(
日
)
*
人
形
劇

(
守
的
同
時
j
正
午
)
制
子
で

殺
し
め
る
人
形
刷

*
講
演
会

(
4後
1
時
3
3時
)

「
生
き
生
き
人
生
小
川
年
」
品
川
師

怖
出
ふ
き
氏
(
日
本
州
人
間
体

述
合
会
会
長

・
川出品川)

2
日
・

3
日
の
コ
ー
ナ
ー

保健センター

。
医
師
(
内
科
)
・
歯
科
医
の
健

康
相
餓
内
科

2
日
(
土
)
午

後
1
時
か
ら
3
時、

3
日
(
日
)

午
前
問
時
か
ら
正
午
品
開
科

午
前
日
時
か
ら
正
午
、
午
後
3

時
か
ら
3
時
(
両
日
と
も
)

。
歯
の
コ
ー
ナ
ー
歯
そ
う
の

う
ろ
う
の
チ
エ

y
タ
(
サ
リ
パ

ス
タ
1
テ
ス
ト
)
や
倣
み
が
き

指
滋

。
薬
の
コ
ー
ナ
ー
水
質
に
関

す
る
相
談
、
帥
山
市
山
茶
同
試
飲
‘

ト
リ
カ
ブ
ト
に
つ
い
て

。
健
康
チ
エ

ツ
h
J

コ
ー
ナ
ー

身
体
制
定
・
左
右
バ
ラ
ン
ス
・

mm

力
、
血
圧
、
川
活
MM.
検
版

。
栄
養
相
談
骨
机
M
H
症
の
予

防
と
試
食

。
健
康
体
操
府
こ
り
腰
梢
休

撒
・
練
功
十
八
法
的
紹
介

。
鼠
食
コ
ー
ナ
ー
来
的
し
と

豚
汁

(
H酒
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
)

。
保
健
所
の
コ
ー
ナ
ー
柏
保

健
所
の
事
業
案
内

。
繍
祉
・
介
穫
相
談
介
泌
用

品
の
展
示

品制
織
の
相
秘

。
ベ
ッ
ト
椙
麟
コ
ー
ナ
ー
獣

臥
師
に
よ
る
ベ
ソ
ト
円
相
級
.

狂
犬
病
に
つ
い
て
(
ベ
ソ
ト
の

持
ち
込
み
は
ご
泌
総
〈
だ
さ
い
)

V
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ー
宮

(釘

)
1
1
3
1

3品 所

女十反立十長色用未平機イ史の~~ 基4志下387 



1991. 3. 1 (2) 

火災によ否"._......
Ei重量主:1IJ.且 rl'~~tk?J

|平成 2年火災概況 i

一一、=(1)' d勃

平
成

2
年
中
の
火
災
発
生
件
敏
は
倒
件
。
前
年
の
お
件
を

大
幅
巳
主
回
り
、
こ
の
火
災
で

1
億

8
0
0万
円
ガ
灰
に
怠

り
ま
し
た
.
4
2
白
か
ら
7
日
ま
で
、
「
春
の
全
国
火
災
予
防
護

動
L

ガ
実
施
さ
れ
ま
す
・
今
年
の
防
火
僚
語
は

J
E
ず
消
そ

う
火
へ
の
鈍
感
無
関
山
山
」
。
火
の
取
り
鋭
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

H
消
防
本
部

H

平
成

2
年
中
に
市
内
で
発
生

し
た
火
災
は
‘
建
物
火
災
問
品
川
円
を

は
じ
め
と
し
て
合
計
制
件
。
前
年

内
火
災
発
生
例
数
お
件
を
大
仰

に
上
回
り
ま
し
た
(
褒
1
参
照
)
。

増
}
の
火
災
に
よ
る
机
害
額
は

1
億
8
0
0
万
円
で
、
消
防
署
開

段
以
米
初
め
て

1
億
円
を
趨
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

火
災
発
生
を
月
別
に
み
る
と
、

一
帯
多
か
っ
た
の
は

3
月
の
ね

件
。
次
い
で
7
月
‘
ロ
月
町
B
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
原
図
的
ト
y
プ
は

国
民
健
康
保
険

被
保

険
者
証

第800号

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健

縦
保
険
の
保
険
紅
は
、

3
月
幻
自

で
有
効
期
限
が
切
れ
、

4
月
1
日

か
ら
は
使
用
で
き
ムな
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

3
月
中
に
次
的
要
領

で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

更

新

方

法

①
新
し
い
保
険
証
を
、
世
帯
主
に

直
接
郵
送
し
ま
す

3
月
中
旬
ま
で
に
新
し
い
保
険

証
を
郵
送
し
ま
す
。

保
険
証
が
腐
き
ま
し
た
ら
、
住

所
氏
名
等
、
配
戦
事
項
に
飢
り
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
.

「
た
き
火
」
の
時
件
、
次
い
で
「
こ

ん
ゐ
(
天
よ
ら
油
鍋
に
よ
る
も

の
)
」
、
「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」

と
続
い
て
い
ま
す
(
褒
2
参
照
)
@

放
火
は
個
人
で
防
ぐ
に
は
困

難
で
す
が
、
そ
の
他
の
原
因
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
、
不
注
意
か

ら
起
こ
る
も
の
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
.

火災種別

車両火災 3件 (921千円}

表 2 原因別火災発生件数

たき火・........................15件

こんろ(天よら鍋)…・…7件

放火(疑い) ー … . 7件

火遊び… ...・H ・・・・・ーー … 4 (中

電気配線ー 一・… 3件

ストープ…・……山…… 3f牛
たばこ … ・0・・・… … 1件

そ町他… ................24件

秋田火災予防週動ポスヲーコンクール
で、市危険物安全也会会長賞じ輝いた
永野由香利さん(湖北小5年}の作品

「
ま
ず
消
そ
う
火

へ
の
鈍
感

無
関
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今

日
か
ら

7
固
ま
で
の

1
週
間
、

曜
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
消
防
場
で
は
共

同
住
宅
や
大
型
庖
舗
の
立
入
検
査
、

自
治
会
と
の
合
同
訓
練
、
危
険
物

施
訟
の
実
態
調
査
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
消
防
各
指
が
独
自
に
似
し
物

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

m極
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
.

ω夏
新
手
続
き
を

古
い
保
険
証
は
国
保
年
金
一
課
ま

た
は
最
掠
り
の
支
所
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
保
険
ぷ
は
3
月

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

②
「
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て
』
と

い
う
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す

ハ
ガ
キ
に
よ
る
通
知
が
い
き
ま

し
た
ら
、
国
保
税
を
完
納
の
う
え
、

次
的
も
の
を
持
参
し
菌
保
年
金
課

給
付
係
へ
お
越
し
く
だ
き
い
。

V
持
参
す
る
も

m

.
ハ
ガ
寺
(
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
柾
更
新
に
つ
い
て
」
)

・
印
鑑

・
旧
被
保
険
者
証

-
平
成
2
年
度
国
保
税
領
収
証

-
身
分
を
証
明
す
る
も
の

(
運
転

免
併
柾
等
)

V
受
付
時
間

月
陥
白
か
ら
金
問
目
的
午
前
9

時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か
ら
4

時
な
お
、
保
険
税
の
納
税
相
談
も

消
防
署
を
開
放

市
内

4
か
所
に
あ
る
消
防
署

を
開
放
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
園

ご
家
放
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

V
日
時

3
月
2
日

(
土
)
午
後

1
時
か
ら
3
時
(
雨
天
中
止
)

V
イ
ベ
ン
ト

お
受
け
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

国

保

税

の

納

入

に

は

、

便
利
な
口
座
振
替
で

平
成
3
年
度
の
国
保
税
の
納
入

通
知
曾
は
、

6
月
下
旬
に
鄭
送
す

る
予
定
で
す
.

国
民
健
康
保
険
税
は
、
由
開
気
や

け
が
等
に
対
し
て
必
要
な
給
付
を

行
う
た
め
の
盟
袈
な
税
金
で
す
。

こ
の
保
険
税
は
被
保
険
者
相
互
の

負
担
能
力
に
応
じ
て
剛
院
税
さ
れ
て

い
ま
す
。
納
期
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
。
つ
い
う
っ
か
り
。
を

な
く
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
納
税
は
、

市
内
金
融
機
関
(
郵
便
局
は
除
く
)

の
口
座
仮
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
-

V
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
謀

。
本
署
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
、

レ
ン
ジ
ャ

l
体
験
、
わ
た
あ
的

。
っ
く
し
野
出
張
所
各
車
両

飛
車
体
験
、
わ
た
あ
め

O
湖
北
出
張
所
各
車
両
衆
車

体
験
、
防
火
映
画
甘
酒

。
布
佐
分
署
(
会
場
は
布
佐
南
近

情
セ
ン
タ
ー
前
)
各
車
両
乗
車

体
験
、
も
ち
つ
き
大
会
、
天
よ
ら

油
火
災
央
験
、
音
殺
隊
の
演
奏

V
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部

宮

(
例

)0
1
1
9

hJjJ]3 -屋重;3E歪 l

生涯学習にむけて、皆磁のご応募をお待ちしています。

なお、応募方法l革、各グループに問い合わ世てください.

保
留
地
を
分
譲

市
施
行
天
王
台
土
地
区
整
理

卒
業
の
保
留
地
と
隣
接
地
2
雛

の
1
区
画
の
抽
選
に
よ
る
分
械

を
行
い
ま
す
。

V
申
込
受
付

3
月
4
日
(
月
)
か
ら
口
日
(
水
)

午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
初
分

(
た
だ
し

9
目
、
日
日
は
除
〈
)
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
区
画
監
理
課

へV
申
込
資
格

ホ
禁
治
産
者
及
び
単
禁
治
産
者
、

破
産
者
で
な
い
方

*
保
留
地
売
買
契
約
と
同
時
ま
た

は

ω日
以
内
に
代
金
の
全
額
を
払

い
込
み
で
き
る
方
.
な
お
、
契
約
と

同
時
に
契
約
保
証
金
と
し
て
叩
%

以
上
歩
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

V
申
込
条
件

個
人
・
共
有
ま
た
は
法
人

V
公
開
抽
選
日

3
月
日
目
白
(
土
)
午
前
凶
時

消
防
署
会
機
室

t
t
一
豊

鴎

輔

問

い

合

わ

鎗

宜
晶
↑
リ

-

J

H

1

・H
h
r
u
¥

3
i
一

{

月

圃

}

{

申

込

方

櫨

)

一a

一

同

住

世

ハ

ガ

キ

で

付
一平成
3
伊

T

A
--lHト
1
1
1
1
1
一t
i
m
-
-
札
葺
一
叩
一

1
0
0
0
一
回
ロ
由
度
予
一
は
同
一
月
T
9
1
6

・F

一r
a

id
-
午
前
回
時
か
ら
正
午
一
ま
で

-
2
-
j

t
t
t
-
E
E

・g
-hi
一
世
田
弘
子

一

一

一

一

一

一

一
冒
(刷
)
1
7
8
3

一

一

毎
週
木
凶
日
一
手
供
向
秘
本
体
峰

一

一

一

一

嘩

世

ハ

ー

キ

f

Z
胴体抽

一2
4

3

月
一A
岨日

一凶
1
H
一回一
S
回
・4
3
引

巴
3

一
回
一

1
0
5
0
一
川
島
省
一
一
m

u

u

l

u

一

一

B
岨
H
一回
t
目
…同

一生
ま
れ

一

一

一

↑

宮
(胆
)
2
7
9
5

一'
t
l
E
l
i
-

-

一

一

一

一

佳
也
ハ
ガ
キ
で

ー

:
;
一
平
血
3
牟
4
月
一
部
週
木
曜
日
一
関
空
値
班
円
た

一
、

，

一

一

i
t's
-
i
一
町
一
山

:
ー

掴
人
体

揖

一

一

一

刊

に

い

一ハ・

--
;

一
川ぺ

十i
I
e
-
-

拍

一1
5
0
0
一両
陣
美
代
子

一割
蝉
順
子

1

44

t
一F
K
B
匹、
，週

一
午
前
回
時
か
ら
正
午

一め

に

一

-
一

一i
{

i

-
-
E
円
叫
}
ふ

2
0
4

i

-
g
庇

3
年

9
n
-
a
l
l
-
】

J
a

一
t
i

一

一

一

一

剛
院
判
断
引
船
H
M

陣
一

一

一

一

一

一

一

一佳世

ハガキ
で

一

品
川
田
一
昨
唖
一
一
毎
週
木
曜
日
一
出
入
制
今
予
防
す
一

o

一l
s
}
}
一E
手，
E
F
一若松
1
4
3
l
同
一

川

パ

ー

し

一

一

リーし，

ー-J

l

い一

t

J

山一
z
e
e
-

却
一
1
5
0
0
一
報
谷
み
よ
子
一
H
U
H
f
lit

-

-

岨
刷

陸一

一午後
1
時
か
ら
3
時
一
る
呼
唖
佳
一

3

一
11
4
4

一4
4
'

;

一
冨

且

や

す

一

一

一

一

一

一

一

宮(回
)
5
3
6
6

一

一平
底
3
匁
4

月

一

一

一

一

一

一

往

也

ハ
グ
キ
で

一

i

?
i

一

一

m
I
-
m
3
木
曜
日
一

}
t
t
i
-
-

一

}

一

一

t

L

-7
一一

栄叩
1

H

一

英
会
酋
一

一寸
i

川、

一一，ド

一初
組
英
会
酷

一
回

一1
0
0
0
一軸
木
光
子

一H
U
R
H

一

ヲ

4

g

一

一

午後
1
時
か
ら
3
時
一，
a
2
4
2

一
2

一li
t
i

-
-
e

2

3

一一
i

↑野

崎

蝿

宏

一

一

一

一

一

一

一

一

宮(田
)
1
4
4
7

一

一

一

一

一

一

一

一

往
世
ハガ
キ

で

一

'
'
d
z
t
一

一筋
1

・m
3
火
曜
日

一普
段
着
か
ら
礼
唖
一

3

一

'
I
l
-
-

-
E

三
一
中
里
4
9
3
1

2

-

湖
北
地
区

湖

北

稽

付

一

一

叶

1
}
川

ー
リ
e川
-
1
1
3
3
J
4

d
一
回

一‘
0
0
0
一田

口
慶
与
一
ud

e
'ul
--

:

一
υ
〓
H

S
4
3
4
-

一
午
前
回
時
か
ら
正
午
一
ま
で

一
2

一

1
1
-
Z
E
E
E
-
-
骨

木

飽

桂

一

公

民

卸

平血
4
年

3
月

一

一

一

一

一

一

世(回
)
2
8
0
6

一

↑i
L

:
l
-
z
f
i
f
-
-
d
l
一

一

一

一

佳

世

ハ

グ

キ

で

一

布

住

支

所

-
m
2

・酷
4
木
曜
日

一
普
段
着
か
ら
札
量
一
}

一

一
'
l

』
:
一
布
佐
3
2
7
6
1
9
一
日
し
一
一

一一
¥
1
}
川
¥
一
一
一川一

1
川1
3
3
1
1
i
-

却

一l
o
o
o
一山
口
典
也
子

一一H
H
l
k
y
t

!

一
(
市
民
セ
ン

一午
附
同
時
か
ら
正
午

一まで

2

11
1
1
{
t
I
B
I
-
-
野
寺
策
骨
子

三『
.1
14
:

世

(
伯

)
I
0
6
2

一
タ
l
、

グ
砂
'
プ
省
一
期

岡

受

-

日

治有
住
地
付

保留地他2筆の面積及び価格

|¥ 所在地 面楠(...) 1且白{阿/...) 価格[円)

1174街区保田地4号 4切.25 523.曲。 235. 480. 750 

区 下ヶ戸宇訟山126-6 33.臼 523.000 17.598、950

関 下ヶ戸宇向ロ438'9 13. 01 523.似lO 6.804.230 

計 496.91 523.0曲 259.883. 930 

V
注
意

*
盛
況
は
換
地
処
分
後
に
行
い

ま
す
固

5
年
間
は
第
3
者
に
酸
波

で
き
ま
せ
ん
。

*
保
留
地
に
つ
い
て
は
、
抵
当
橘

の
館
定
は
で
き
ま
せ
ん
.

V
問
い
合
わ
せ
区
画
盤
理
課

向

" 

天
王
台
土
地

区
画
整
理
事
業

388 

分譲保留地の概要

炉所在地 天王台土地区画型車理事

業74街区内保留地と地区外zte

ー用途 第 l種住居専用地域及び

住居地棋で第 1穂高度地区

ー錨股上水道、ガス、公園

被市建築指噂要綱の適用を受けます。

唱

厨
館民/、i

".、央中



第800号

健康カイド
保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台

1
の
陀
の
ほ
山

特
駅
南
口
改
2
2

し
あ
わ
せ
学
級

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
籾
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
、
ご
夫
紛
で
ご
参
加
を
。

V
日
時

3
月
日
日
(
土
)
午
前
9

時
初
分
か
ら
H
時
初
分

(
受
付
は

白
当
日
会
場
で
午
前
9
時
河
川
分
か
ら
)

一一』一

V
内

容

品

e
v
映
写

「
母
と
子

一
の
き
ず
な
」
*
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

。
呂
交
問
ほ
置
は
唱

し
一
宙
親

学

級

一

J6一v時
町
判
別
配
配
引

一
時
初
分
(第

3
回
は
午
後
1
時
か

一
ら
3
時
)

V
持
参

母
子
飽
腹
手
制
限
と
鍛
紀

用
具
は
毎
回
・
第
1
回
は
λ

ス
タ

オ
ル

I
枚
・
第
4
回
は
さ
ら
し
布

1
5
0
m
位
、
糸
、
剣
、
ハ
サ
ミ
.

7
T例
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

塚2 富
田疋 と

通和g大事
基巳み好が
7記き
歳だ

A よ
月

(3) 1991. 3. 1 

4

司
自
親
学
級
日
程

簡 1回 3月6目 お底的簡

(水) 妊婦体出

112固 3月11A 妊t喪中内IM4衛生
{月} 妊I&'¥>と産植の保健

閉s図
3月19日 妊飯'1'内需聾
(火) 妊I:l!巾指定的千防(医師向話}

揮4固
3月25日 手づ〈リオ ムツ

{月) 車ちゃん町u:.置

育

児

相

醗

身
体
問
洲
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

栄
相
官
相
政
・
歯
科
相
談
な
ど
育
児

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
制酬を。

V
日
程

3
月
5
日
か
ら
お
日
ま

で
の
毎
週
火
峨
日

V
受
付
時
間

午
前
9
時
日
分
か

ら
9
時
四
日
分
(
該
当
児
)
、
午
前
9

時
必
分
か
ら
凶
時
初
分
(
そ
の
他

相
械
の
あ
る
方
)

V
対

象

事

平
成
2
年
以
月
生
ま

れ
(
通
知
が
い
き
ま
す
)
*
0

』

6
歳
児
(
相
続
の
あ
る
方
)

崩
乳
児
蝕
絵
は
母
子
健
康
手
般
の

無
料
品
付
(
3
3

6
か
月
用
‘
9
3

H
か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機

関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

ー歯周
8
ガ
閏
児
園
田
康
惨
査

ー
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
留
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
一
度
母
税
、
父
般

的
役
制
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

V
日

程

*

3
月
初
日
(
水
)
平

成
元
年
8
月
1
B
1
日
日
生
ま
れ

ホ
3
月

n日
(
金
)

・
平
成
元
年
8

月
刊
日
i
幻
自
生
ま
れ

V
時
間
午
前
9
時
間
日
分
か
ら
日

時曹
持
参

母
子
健
版
手
帳
、
問
惨

票
、
地
ブ
ラ
シ
(
大
人
子
供
用

各
1
本
)

一小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
一

二
ポ

υ
オ
》
彼
与
一

V
対
象

平
成
2
年
9
月
以
前
に

ハ
中
里

1
録
3
か
月
)

さ

ガ

町一
睡
眠

の
ぞ
み
言ん

あ
ん
よ
が
上
手

よ
く
お
散
歩
に
行
く
よ

生
ま
れ
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
度
済

ま
せ
て
一
い
な
い
乳
幼
児
(
1
回
目

と
2
回
固
め
間
陥
は
6
迎
間
以
上

あ
げ
る
ニ
と
)
。
対
象
児
に
は
通

知
し
ま
す
.

V
日
程

3
丹
羽
田
(
火
)

V
時
間

午
後
1
崎
町
山
分
か
ら
2

時
鈎
分

V
持
参
母
子
健
版
手
帳
、
問
診

架出
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
続
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
一

一お
よ
び
判
定
B
C
G
一

V
対

象

平

成
2
年
日
月
以
前
に

生
ま
れ
、
-
皮
も

B
C
G按
稲
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
(
対
象
児

に
は
通
知
し
ま
す
)

V
時
間
午
後
1
時
ぬ
分
か
ら
2

時
鈎
分

V
持
参
母
子
鎗
脱
手制限

4

司
ツ
反
お
よ
び
判
定
B
C
G
の
日
程

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
一
判
定

B
C
G

3
月
5
日
(
火
)
一
3
月
7
日
{
木
)

百
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、主
治
医

に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

両
日
骨
骨
旦

周
こ
り
や
腰
捕
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

V
時
間

午
後
l
時
鈎
分
か
ら
3

時
(
受
付

E
-時
か
ら
1
時
初
分
)

日 病・医院名 電 隠

宗仁会我孫子病院 82-8166 
3 

御 子 柴 耳鼻咽喰科 88-5678 

我孫 子 つ 〈 し 野病院 84-2211 
10 

佐藤内科医院 88-0934 

我孫 子聖仁 会病院 88-3111 
17 

吉野皮劇科桜尿器科医院 82-4570 

7ピコ外科盤形外科病院 84-7321 
21 

r..長 iIl. 内 手斗 82-8930 

平 和 台 病 院 89-1111 
24 

検山眼科医院 82-5403 

7ピコ外科盤形外科病院 84-7321 
31 

湖北台 診 療所 88-8768 

医-休日当3月の日曹
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
憾
ま
た
は
直
接
お
い
で
下
さ
い
.

4

司
肩
こ
り
腰
痛
叙
室
日
程

間日 主伝内容

3月5日 身近な健康法[話)
(火) 体操(深呼吸、体を動かす基本)

3月12日 宜本島断

(火) 増聾伺パランスをとるために

3 fll9日 正Lい自のみがき方tll!そ，のヲゐヲの干Ihについて
{火} 同こり腰陥予防肉体保

3月26日 屑ニり腰痛子防肉体操

(火) (体的状態を見ながら体操を行います)

栄

聾

相

醗

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
で
す

か
・
食
事
記
録
の
カ

ロ
リ
ー
チ
ェ

ッ
ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
募
集

平
成

2
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん

「す
こ
や
か
ち
ゃ

ん
」
に
掲
載
す

V
締
め
切
り
3
月
日
日
(
水
)

る
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
ま
す
・
消
印
有
効
。
広
報
で
順
次
掲
載

V
対
象

平
成
2
年
中
に
生
ま
れ
し
ま
す
.
掲
載
す
る
場
合
は
、
係

た

赤

ち

ゃ

ん

か

ら

包

括

で

連

絡

し

、

搬

影

に

V
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
伺
い
ま
す
・

保
髄
者
氏
名
‘
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
、
な
お
、
昨
年
同
す
こ
や
か
ち

生
年
月
日
、
悦
別
、
従
話
番
号
を
明
ゃ
ん

に
応
廿
帯
さ
れ
た
方
向
う

記
し
、
我
孫
子
1

8
5

8
市
役
所

ち
、
拘
械
で
き
な
か
っ
た
方
に

広

報

広

嶋

謀

、

お

院
び
い
た
し
ま
す。

!
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
i
-
-
J
 

食
生
活
、
大
気
汚
染
な
ど
微
々
な
さ
え
る
対
症
孫
と
し
て
抗
ヒ
ス

'

…

健

康

メ

モ

⑪

置

が

建

に

か

ら

み

あ

っ

て

近

タ

ミ

ン

剤

ス

テ

ロ

イ

ド

剤

三

一

年

花

粉
症
は
激
増
し
て
い
ま
す

。

を

用

い
ま
す

。

・

花
粉
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
(抗
原
)
症
状
は
く
し
ゃ

み、

必
水、

鼻

づ

最

後
に
、
日
常
的
暮
ら
し
の

一

…
と
な
っ
て
お
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

ま
り
、
限
め
か
ゆ
み
な
ど
の
鼻
と
中
で
気
を
つ
け
た
い

こ
と
は
あ
…

…
怯
疾
思
を
花
粉
症
と
い
い
ま
す
・
眼
的
症
状
が
主
体
と
な
り
ま
す
り
ま
す
・
例
、
え
ば
天
気
の
良
い
一

一
当
然
の
こ
と
な
が
ら
開
花
時
期
が
、
頗
が
ほ
て
っ
た
り
、
ピ
リ
ピ
リ
風
向
強
い
日
(
特
に
同
町
降
っ

一

一
に
一
致
し
て
症
状
が
お
こ
る
た
し
た
り
な
ど
の
皮
刷
症
状
や
頭
た
盟
日
)
に
は
で
き
る
だ
け
外

一

一
め
、
2
月
1
4
月
な
ら
ば
ス
ギ
、
捕
、

疲
労
感
、
集
中
力
的
低
下
な
ど
出
を
俊
之
、
や
む
を
得
な
い
場
一

一
ヒ
ノ
キ
、
5
月
t
7月
な
ら

ば

舎

に

は

?

ス

夕

、

メ

ガ

ネ

を

消

，

一
イ
ネ
科
の
捕
物
、
8
月

i
m月

E
'
'
h
F
1

・EE園
周
し
、
帰
宅
後
に
は
頗
や
目
を
一

一
な
ら
ば
ブ
ア
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
、
方

岨

-z'z-M
洗
い
、
う
が
い
を
す
る
よ
う
に

一

V
申
し
込
み
包
括
予
約
(
日
時
一
ナ
ム
グ
ラ
な
ど
と
い
う
よ
う
に
咽
4

・・輔唱
a
帽，
a
ョ・av
し
ま
す
@
文
‘
室
内
へ
花
粉
を
持
…

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

)

一

原

因

と

な

る

櫛

物

が

あ

る

程

度

ち

こ

ま

な

い

よ

う

に

天

気

の

良

一

'
担
当

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
相
官
士

一
推
測
で
き
ま
す
@
毎
年
春
先
に
全
身
内
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
い

日
に
は
窓
を
し
め
‘
洗
鴻
物

一

肩

神

衛

生

相

殴

二

花

粉

症

と

騒

が

れ

る

の
は
、
日

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
花
粉
症
な
ど
は
花
粉
を
十
分
渋
滞
と
一

司
司
1
ほ
川
川

1
」

一

本
で
は
ス
ギ
花
粉
症
が
圧
倒
的
は
日
常
生
活
主
主
に
お
い
て

し
て
か
ら
取
り
込
む
よ
う
に
し
一

保
健
セ
ン
タ
で
は
心
の
悩
み
一
に
多
い
か
ら
で
す
。
戦
後
集
中
も
心
身
共
に
悪
影
智
を
及
ぼ
す
よ

ま

す

e

裂
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
で
あ

…

を
も
っ
た
方
の
た
め
に
精
神
衛
生
一
的
に
縦
え
ら
れ
た
ス
ギ
が
林
業
う
に
な
る
の
で
す
。

る

花
粉
と
の
接
触
を
避
け
る
よ
一

相
M

酬
を
行
っ
て
い
ま
す
・

一
不
振
に
よ
り
手
入
れ
さ
れ
な

い

治

療

と

し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

う
に
工
夫
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で

一

V
申
し
込
み
電
館
予
約
(
日
時
一
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
ス
ギ
使
っ
て
い
る
と
症
状
が
出
に
く
く

す

。

一

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

一
花
粉
自
体
が
大
量
に
増
え
た
の
な
る
予
防
来
と
し
て
抗
ア
レ
ル
ギ

V
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
医
H

'

姐

当

神
経
内
科
医
横
山
達
郎
一

に
加
え
、
欧
米
型
に
変
化
し
た

l
剤
、
出
て
し
ま
っ
た
盆
状
を
お
師
会
宮
(
m
m
)
5
5
2
5
一

先

生

「

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
i
l
l
l
L

‘

L

1
「
5

・

1

;

'

t

砂

t

な

お

、
同
時
に
成
人
病
検
診
(
ぬ

V
検
診
期
間
4
月
か
ら

7
月

会

L
E、

.--b・.
‘
，
a
4
F
I
-
-

会‘

J

，
、
両
噌
畑
、
ー
、
p

，

無
和
平
』
笹
カ

λ
杉

議

歳

以

上

は

血

液

検

査

も

)
も
実
施
(
予
定
)

V
費
用

無
料

今
日
か
ら
受
け
付
け
開
始

V
対

象

初

歳
以
上
の
市
内
在
住

V
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー

へ

平
成
3
年
度
の
子
宮
が
ん
検
診

の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
・
検

め
女
性

電
賠
で
予
約

は、

今
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
診
を
受
け
て
早
期
発
見
し
て
い
れ

し
、
4
月
の
第
2
水
隔
日
か
ら
実
ば
、
1
0
0
打
近
く
泊
り
ま
す
.
特

施

し

ま

す

.

に

日
本
女
性
に
多
い
「
頭
部
が
ん
」

子
宮
が
ん
で
亡
く
な
る
方
は
、
'
は
早
期
発
見
し
や
す
く
、
治
療
も

年
有
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
し
や
す
い

が
ん
で
す
。
こ
の
般
会

ま
だ
全
国
で
年
間
5
0
0
0
人
位
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い。

拍
保
健
所
か
ら
持
汁
日

3
揖
児
値
康
齢
董

V
対
象

昭
和
白
年
ロ
月
生
ま
れ

(通
知
が
い
き
ま
す
)

V
日
時
3
月
ロ
日
(
火
)
受
付
午

後
1
時
日
分
か
ら
2
時
日
分

予
防
按
種
は

医
癒
機
関
で

る
方
は
医
師
に
ご
相
放
く
だ
さ
い
.

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

V
費
用
就
学
的
ま
で
無
料

次
内
予
防
按
椴
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
@
実
施
医
療
俄

関
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
修

の
予
防
按
棚
を
受
け
る
際
、
M
M

R
(新
三
秘
混
合
H
麻
疹
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
を
希
望
す

破ジ百種
(麻
11 

フ日
し

IIkテリせ j昆
か

竺三三合 ) 疹

l接種回とな l )間接按樋 1 

按健回.2 望がまLお1.E成誕円主
極す ・成円

こる 壮長麗生 厳

a!'J.l'、期左f是目
と・ 日 自

児

地ri t手
ま 18 よ
し か

ぴ
7i量3月 ぃ 月

1ま -か 接

t古a田引ii 
(らで 種
8 36グ〉

期
月をか却児J 

間
除 月ま(

く で l
て3こ 年 に回

V
場
所
我
孫
子
市
保
健
セ

ン
タ

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
、

尿同
町
品
同
]

V
対
象

務
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
国
歳
未
満
の
児
戒
と
乳
幼
児

V
日

時

3

月
舘
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時

V
場
所

柏
保
健
所

V
内
容

O
艶
形
外
科
医
に
よ
る

診
察
、
指
樽

0
保
健
婦
に
よ
る

相
級
、
指
導

'
持
品
世

母
子
健
康
手
帳

389 
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〉
図
書
館
一

一
一
だ
よ
り
一

@
市
民
図
g

m

E
(例
)
1
1
t
o

@
湖
北
台
分
館
晋
(
m
w
)
3
0
5
5

@
布
佐
分
館
宮
(
ω
)
1
3
1
1

@
移
動
図
・
館

宮
(m町
}0
9
0
9

第8005

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

。
湖
北
台
分
館
・
和
紙
ち
ぎ
り
絵

V
作
品
・
作
者

ひ
ま
わ
り
・
栗
原

美
代
(
背
山
台
て

悼
の
あ
る
家

千
代
間
靖
子
(
青
山
台
)
、
カ
ラ
ー

松
本
満
枝
(
槌
戸
)
、
イ
ン
コ
・
塚

本
卸
子
(
級
)
、
首
ぱ
う
し
-
m
回

ひ
な
代
(
中
里
)

。
布
佐
分
館
・
墨
彩
画
(
色
紙
}

V
作
品
福
山
吋
班
、
白
い
前
‘
浜
町

花
‘
胡
崎
関
山
川
、
紅
柳

V
作
者

大
津
製
(
久
寺
家
)

圏
展
示
期
間
3
月
1
日
3
初
日

両
州
凶
川
同

お
は
な
し
ゃ
絵
本
町
続
み
き
か

せ
を
行
な
い
ま
す
。
4
成
か
ら
9

成
く
ら
い
の
チ
ピ
ツ
子
集
ま
れ
，

V
日
程

*

3

月

7
日
(
木
)
市
民

会
館
第
4
会
時
州
議

*
3
月
凶
日

(
木
)
‘
犯
日
(
木
)
布
佐
分
館
お

は
な
し
の
へ
や

V
時
間
午
後
3
時
ぬ
分
1
4
時

そ
よ
か
ぜ
号
の
湖
北

厄
庁
巳
局
直
直

そ
よ
か
ぜ
号
(
移
動
図
書
館
市
平
)

の
湖
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
湖
北
地

E週回fT.tl!ll車1ilJ托r~l= :[]lLヨ

V
対

象

市

内
在
住

で
継
続
し
て
受
織
で

き
る
方
(
子
供
述
れ

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

V
申
し
込
み
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
紛
.
包
括
番

号
、
精
度
名
、
受
時
場

所
、
凶
日
を
明
記
し
.

3
月
ロ
日
(
火
・
必

箔
)
ま
で
我
Mm子
新

聞
初
中
央
公
民
館

へ
.
な
お
、
生
花
は
湖

北
台
ー
の
口
町
凶
折

居
藤
子
三
胞
は
簿

ー
の
e
q
の
5
小
太
刀

山
!
臥
百
九
八
ム
岡
山
怖
い
山

位i¥o 

滋，t旭区

公 R間

取類似廿

市住来場

胡北~区

公民間

中 央

公民日

泊~水墨剖

術伎生 lE

lt保子生花

:i 

組

~と

民

日

一
2
月
3
日

(
臼
)
・
市
民
体
育

一
節
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
が
行

…
わ
れ
、
女
子
内
部
で
は
過
去
最

…
多
の
泊
チ
l
ム
が
拳
加
。
「
布
佐

一
南
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
チ
1
ム
」
が
、

…
チ
1
ム
結
成
1
年
余
り
で
初
優

一
勝
を
飾
っ
た
。

一

「

市

内

の
大
会
に
出
場
し
た

一
め
は
J
』
れ
が
3
回
目
・
み
ん
な
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区
公
民
館
か
ら
上
新
木
町
H
年
館

曹
期
間

3
月
6
日
か
ら
平
成
4

(
新
木
3
0
5
0
)
に
出
品
町
民
し
ま
す
.
年
3
月
幻
自

そよかtt号 (~糊~)3周の目程(詑)
唱日 日 ステーション畠 唱 所 時間{午睡}

6L:! 峠中峠岨凹谷公回 1 :30-2:10 
'" 

湖 北上斬 本 背 ' " 館 2 :20-2:50 20 
新木野 あらさ肝ストア喪 3 :10-，凹

7 買王古 天王古車児1lf.公国 2仰ー2叩
木

青 山 古 柴崎古 4号公団 3:10-骨00
8久 号学事 九 寺 軍 あけぼ町公団 2 :00-2 :.5 

会
東忠ンヨッtングセンター裏22 つ < L VI 3 :00-， :00 

13布 佐柿 も"下 館 2:00-2 :.5 
水 27布佐平和古 布佐耐近踊センター 3 :00-4 :00 
14白 山 ニ 洋 l~ 険社宅入り口 1 :.0-2 :20 

本 並 本 丸石家具駐'"J.品 2:30-3:00 28
台 四台川池尻公聞 3:20-4冊

2p1s 
' 
1HF 拙 p 近岡セノター 2曲-2;'0

金
つ〈し野 車車ショ yピングセンタ-111 3:回-':00

ハ
ム

2手

民合 軍 当建

アー1"ワー

燭

七京総 B

七家処 A

乎

意
川
崎
認
気
印
官

動組事 ⑪ 

布佐 南

インデイアカチーム

で
お
弁
当
を
食
べ
て
か
ら
帰
る
つ

も
り
が
、
優
勝
し
て
し
ま
っ
て
、
速

が
よ
か
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
代
表

の
佐
藤
早
苗
さ
ん
.

布
佐
下
と
浅
間
前
地
区
内
7

7

さ
ん
チ
l
ム
で
‘
一
昨
年
の
m
月

に
結
成
。
子
供
会
や
P
T
A
な
ど

で
は
、
よ
く
畑
山
を
合
わ
せ
る
仲
附

だ
と
い
う
.
現
在
の
メ
ン
バ

ー
は‘

口
名
。
布
佐
南
小
の
体
育
館
と
市

民
体
育
館
で
‘
月
5
回
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
る
.

「メ
ン
バ

ー
の
ほ
と
ん
ど
が
勤

め
て
い
る
ん
で
す
が
.
家
放
の
理

解
も
あ
っ
て
、
練
習
が
で
き
ま
す
」

と
家
紋
に
子
供
を
預
け
で
き
た
り
、

子
供
巡
れ
で
練
溜
に
参
加
す
る
.

赤
い

l
レ
l
ナ
l
に
チ
l
ム
名

を
入
れ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
敵
国
替
え

る
と
.
元
気
印
の
7

7

さ
ん
チ
l

ム
に
早
変
わ

q
。
み
ん
な
が
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
に
熱
中
す
る
時
で
あ

る・
櫛
備
休
様
、
パ
ス
‘
ス
パ
イ
ク
、

レ
ン
l
ブ
‘
そ
し
て
紅
白
戦
と
練

習
が
続
く
。
そ
の
問
、
珍
プ
レ

i
釘

プ
レ
ー
が
続
出
.
大
き
な
笑
い
戸

や
喚
声
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
こ

胡

花

地

区

公

民

臼

努

i隻

盟

訓~

七宝段 A

湖北

七室銚 B

湖 北

"ン 7ラワー

岡 北
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針
内
糸
長
く
切
る
〈
せ
日
脚
何
日
山
従
間
八
寸
子

み
仏
の
お
ん
眉
や
さ
し
二
月
尽
呉
合
千
鶴
子

土
あ
げ
て
協
の
W
H
も

ゆ

切

徐

に

公

手

宇

山剛

・
2

山
宿
に
知
ら
ぬ
同
志
が
姫
畑
町
間

前

凶

は

る

'
'
fw
 

大
利
椴
や
品
川引
を

慨

す

る

佑

助

ょ

・
M
M制
品
開

薄
氷
に
風
情
こ
ま
ご
ま
あ
り
に
け
つ
久
保
旧
幸
校

日
当
り
て
沼
町
冬
草
浮
上
り

山

m

m

一

泣
き
よ
り
貨
車
内
机
み
や
森
県
し
海
老
原
千
代
子

悲
浅
し
駅
の
掃
除
夫
黙

h
?と
松

浦

白

傍

母
と
子
町
白
川
居
数
へ
る
一
の
午
回
中
良
弘

脊
立
つ
や
ゆ
れ
る
般
の
耳
飾
り
篠
田
ま
さ

担取

山 本 寛 太 選

l

a

h

b

 

場
立
つ
に
刑
判
焼
を
せ
ん
と
墜
に
立
て
ば
巡
の
耐
え
に

足

め

と

ま

ど

ふ

泌

辺

万

虫

風
邪
ひ
き
て
臥
せ
る
裂
に
と
合
柑
を
煮
る
湯
げ
凶
に

こ

も

り

て

匂

ふ

公

乎

挙

制

務
け
む
る
修
道
院
の
さ
峰
よ
リ
セ
リ
ナ
駆
け
来
ぬ
わ

れ

を

み

と

め

て

揃

藤

尾

庭
先
内
務
裁
の
け
れ
ば
武
み
ど
り
の
稲
舟
草
の
芽
小

さ

く

断

、

ぇ

ゐ

つ

臭

型

真

正

春
待
っ
と
花
芽
を
持
て
る
庭
内
樹
々
愛
で
に
し
夫
は

逝

き

て

か

へ

ら

ず

川

場

千

餓

子

出
向
辺
の

υつ
じ
回
的
穂
町
一
而
に
ぬ
色
な
る
貯
の

逃

を

ゆ

く

三

谷

和

夫

戦
争
は
知
ら
ざ
り
し
児
ら
声
高
に
7
セ
イ
ン
は
地
下

室
と
宮
ひ

っ

つ

通

る

鈴

木

藤

伎

テ
ル
ア
ピ
ブ
的
空
に
酬
甘
か
ふ
サ
イ
レ
ン
に
東
京
議
艇

の

夜

を

思

ひ

ぬ

小

出

礼

子

放
映
の
パ
グ
グ
y
ド
笠
爆
の
圃
而
を
ぱ
ラ
パ
つ
ル
の

夜

酬

明

惜

ひ

て

見

入

る

大

杉

栄

一

兆
待
た
で
浄
小
山
へ
危
ぐ
友
内
あ
り
制
タ
偲
ぶ
在
り
し

自

の

航

海

老

原

千

代

子

@
。
e
o
o
e
o
@
@

，

H
m
り
ま
す
H

-
V
有
料
で
*
回
転
出
血
い
す
〈
秋

元
宮
(
創
)
2
8
2
6
v
*
ス
キ
ー

キ
ャ
リ
ア
・
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
チ
ェ

一l
ン
(
サ
イ
ズ
1

6
5

U
R
}
ハ河

合
8
(
凶∞
}
1
1
3
U
〉
*
木
製
テ

一

プ
ル
2
組
(
サ
イ
ズ
1
5
0
×

加
師
、
初
×
m
m
)
〈
中
川
倉
(
幻
)

2
9
2
3
〉

V
無
料
で

b
p

本
箱

(
ω
x
ぬ
×

1
8
0
)
〈
中
山
岨
宮
(
m
m
)
9
8
5

0
v
 

V
申
し
込
み
各
漉
絡
先
へ
血
按

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
.
コ
ー

ナ
崎
誠
は
、
市
民
生
活
飢
州
代

生
活
係
で
、
屯
簡
で
安
け
付
け
て

い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

市
民
生
品
川
浪

390 



第800き

J
R
成
回
線
布
佐
駅
の
西
口
駅

前
に
4
倒
的
問
層
住
宅
が
そ
び
え

る
.
い
ず
れ
も
8
附
を
越
す
、
市
内

で
も
有
数
円
高
層
住
宅
で
あ
る
.

F

』
こ
に
住
む
人
た
ち
で
組
織
さ

れ
る
の
が
、
ウ
イ
ン
グ
自
治
会
・
昭

和
幻
年
に
完
成
し
、
入
居
が
開
始

さ
れ
た
。
削
耳
目
四
年
に
自
治
会
が
発

足
し
、
現
在
は
、

幻
ブ
ロ

y
夕、

2

2
0
世
帯
で
柿
成
さ
れ
る
.

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
東
京
方
面

に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

ω歳

一
前
後
の
働
き
盛
り
の
人
が
多
い
.

一一』一

こ
こ
に
住
み
始
め
て
7
年
に
な

一
る
会
長
町
村
上
さ
ん
と
、

3
年
に

が

一

な

る

誌

の
山
口
さ
ん
に
自
治
会

1s5 

あ

ぴ

ミ

2
月

1
日
か
ら
白
川
町
博
物
館
で

始
ま
っ
た
第
5
因
企
悶
展
「
が
ン
-

カ
モ
の
世
界
」
(
写
真
)
が
好
需
で

す。
こ
の
企
画
展
は
.
私
た
ち
の
身

( 5) 1991. 3. 1 

仙
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
り
空
の
下
.
午
前

ω時
に
手

賀
沼
公
倒
的
を
ス
タ
l
l
(写
真
)

し
た
選
手
述
は
.
平
賀
沼

一
一同ぉ・

3
M
を
5
区
に
分
け
た
コ

l
λ
に

他
脚
を
般
っ
て
い
ま
し
た
.

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
.

優
勝
山
武
肱
茶
阿
(
須
藤
、
森
川
‘

小
山
、
広

m・
村
校
)
1
時
間

ω分

ゆ
秒

2
位
中
央
学
院
大
(背
木
.

平
明
、
有
国
‘
坂
田
、
児
之
原
)
1

時
間
引
分
ぬ
秒

3
位
東
京
学
的

高
A
(
成
田
、
平
尾
、
安
沢
‘
宮
剛
山
、

藤
川
)
1
時
間
日
分
幻
抄

4
位

千
策
大
A

5
位
N
E
C
あ
び
こ

走
ろ
う
会
A

6

位
京
京
学
館
洲

安
利

391 

め
ぴ
こ

-rm・

J
b
'
t
}

創
ろ
う
、
市
民
高
り
伝
え
よ
う
に
つ
い
て
は
・
史
跡
ガ
イ
ド
或
そ
し
て
、
市
史
器
管
毎
…

-

F
Z凪
E
'
k

・4

聞

を
合
曾
裁
と
す
る
市
史
づ
〈
ワ
と
係
子
の
史
跡
を
訪
ね
る
』
(
川
町
刊
)
号
収
録
し
て
き
た
「
我
孫
子
市
一

し
て
、
大
切
な
備
し
的
ひ
と
つ
で
か
ら
視
野
を
広
げ
て

J
T
針
沼
周
史
研
究
」
は
Mm
年
、
日
本
地
名
目

近
く
、
市
史
締
法
録
集
司
副
怖
が
館
ら
れ
て
い
ま
す
.
す
.
そ
の
時
々
の
課
題
や
方
針
を
辺
町
水
害
』
(初
刊
)
、
『
あ
ぴ
こ
版
研
究
所
内
第
7
回
風
土
研
究
賞
一

一
孫
子
の
歴
史
を
晶
子
ぷ
人
の
た
め
す
な
わ
ち
、
柳
田
国
男
、
手
錠
広
〈
提
起
す
る
坊
と
し
て
嵐
〈
位
水
戸
土
浦
道
中
絵
図
二
初
刊
て
を
金
貸
し
た
の
で
す
。

…

一
に
』、
そ
の
第
3
集
が
刊
行
さ
れ
沼
‘
ア
ピ
コ
地
名
、
我
郁
子
古
杭
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た

。

『

あ
び
こ
版
新
編
利
相
川
図
こ
う
し
た
市
史
づ
く
り
の
一
一

一
ま
す
。

1

2
集
は
す
で
に
旬
併
、
下
総
十
ニ
牧
な
ど
が
、
そ
れ
本
符
の

5
講
演
と
結
び
つ
く
か
志
』
(
初
刊
)
、

史
跡
文
化
財
ガ
イ
環
と
し
て
の
市
史
税
減
録
も
、

は
、
棟
別
対
抗
の
も
の
が
多
く
、
子
一
年
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
か
か
わ
る
日
本
列
砧
や
世
界
各

た
ち
で
は
、
次
の
市
史
づ
く
り
が

hr
J
T
賀
沼
周
辺
を
訪
ね
る
』
(
卯
本
番
町
銚
前
会
に
ま
ず
嶋
殺
が
一

ど
も
も
大
人
も
み
な
頑
扱
っ
て
、
一
今
回
は

m
'
s
m引
の
合
わ
せ
て
地
の
有
機
と
と
も
に
錆
胞
に
の
ぼ
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
刊
、
我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
)
あ
っ
て
こ
そ
、
本
に
ま
と
め
あ
一

盛

り

上

が

り

ま

す

よ

.

一

五

回

の

誠

泌

記

録

を

収

め

て

い

げ

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

で

す

.

hfw訪

れ

れ

間

ど

が

に

招

い

た

方

有

と

テ

l

近

刊

の

同

市

史

講

演

録

集

障

に

寄

せ

て

ト

河

川

一

訪

れ

れ

れ

れ

…

d
H
1一
対

で

そ

れ

ぞ

…

?γ明
石

盗

塁

)

…

藍

む

ar
k
-世一堅
守
即
時予
告
ドトUh--J
U机

UUUJはい
ι…

れ
の
行
事
ご
と
に
幹
事
を
決
め
て
一
石
牟
礼
道
子
(
礼
的
湖
)
、
谷
川

J
」
の
本
は
‘
我
孫
子
の
歴
史
一

い
ま
す
。
一
純
一
(
地
名
の
話
)
、
甘
粕
健
(
地
っ
て
い
ま
す
・
椅
ら
れ
た
時
代
は
柳
田
園
男
で
い
え
ば
、
昨
年
5

な
ど
が
続
々
と
出
さ
れ
、
多
械
に
を
学
よ
人
の
た
め
に
ま
と
め
ら
一

自
治
会
内
問
題
と
し
て
は
、
入
一
域
史
を
楓
る
で
安
良
減
盛
昭
先
史
・
古
代
か
ら
近
代
ま
で
に
わ
月
の
第
4
回
柳
田
闘
男
ゆ
か
り
サ
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ

た

が

、

五

つ

の

叡

智

に

い

ざ

日

会
車
が
よ
〈
な
い
こ
と
で
す
ね
。
一
(
下
総
台
地
に
生
き
た
人
々
)
た
り
な
が
ら
、
日
本
人
的
基
礎
ミ
ッ
ト
(
我
孫
子
市
利
娘
町
会
考
古
・
古
代
・
中
世
の
分
野
で

な
わ
れ
て、

東
日
本
の
関
東
の
一

入
居
が
始
ま
っ
て
か
ら

8
年
た
一
で
、
多
士
協
4
で
す
.
自
然
と
の
共
生
.
風
土
と
地
名
、
場
)
と
そ
れ
を
記
念
し
て
出
版
さ
は
、

『市
史
資
料
』
(
肝
刊
)
が
編
し
か
も
そ
の
な
か
の
小
池
械
世
一

ち
、
昨
年
、
今
年
と
入
れ
換
え
が
多
一
そ
れ
ぞ
れ
思
想
、
文
学
、
民
民
衆
生
活
と
国
家
形
成
、
都
市
と
れ
た
『
市
史

民

俗

・
文
化
財
綿
』

柴
さ
れ
、
本
舗
も
近
刊
の
予
定
で
界
を
持
台
に
、
い
つ
の
ま
に
か
一

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
し
一
俗
学
・
考
古
学
、
歴
史
学
的
分
脇
村
な
ど
、
現
代
社
会
と
本
質
的
や
市
広
報
元
日
平
号
で

2
年

つ

づ

け

す

。

読

者

は

「

日

本

人

と

は

何

か

」

た
ら
入
会
者
一
か
増
え
る
の
か
と
い
一
野
か
ら
我
孫
子
市
お
よ
び
手
賀
に
か
か
わ
る
事
柄
が
括
的
な
か
に
ら
れ
て
評
判
的
柳
聞
と
民
俗
学
の

地
名
研
究
で
は
弓
田
ア
ピ
コ

『
人
間
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
一

う
と
り
〈
み
が
今
後
の
喋
題
で
す
」
一
沼
・
利
線
川
周
辺
地
域
内
歴
史
お
り
ニ
ま
れ
て
い
る
の
で
す
・
特
集
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
@
ー
そ
の
地
名
と
姓
』
(
初
刊
・
市
史
巧
え
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
か
も
…

V
会
長
村
上
布
佐
平
和
台
1

一
と
文
化
に
深
〈
か
か
わ
る
事
柄
市
史
総
誠
会
は
・
市
民
的
手
で
手
賀
沼
や
利
樋
川
と
下
総
台
地
研
)
が
刊
行
さ
れ
大
野
師
で
し
た
@
知
れ
な
い
J
(市
史
編
さ
ん
容
一)

の
5
の
1
0
0
4

「
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-
1
1
1
1
11
1
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l
;
i
l
l
i
t
-
-
i
l
-
-』

自治会訪問@

ア 白
ツ

プ
が
l後~ 

8 
11 の年
ウ

題課イ

入会率

ン
グ
自
治
会
11 

， 

の
よ
う
す
を
伺
っ
た
。

「
私
が
越
し
で
き
た

7
年
前
に

は
近
く
に
何
も
な
〈
て
、
駅
に
行

く
に
も
巡
回
リ
を
し
て
踏
切
を
蹴

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
は
、
駅
に
自
由
通
路
も

で
き
、

λ
l
パ
1
7
1
ケ
y
ト
や

術
院
、
図
曲
目
館
も
近
く
に
で
き
て

『

、ー

あ

れ

『

'-

れ

近
に
い
る
烏
ガ
ン

・
カ
モ
に

ス
ポ
y
ト
を
あ
て
、
そ
の
仲

間
や
生
態
、
手
賀
沼
で
見
ら

れ
る
庁

ン
・
カ
モ
の
秘
開
酬
を

紹
介
.
博
物
館
で
知
織
を
深

的
、
固
め
前
に
広
が
る
手
賀

沼
で
実
際
に
生
山
崎
を
鋭
殺
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
.

期
間
中
、
来
館
者
に
配
ら

れ
る
パ
ン
7
レ
y
ト
に
は
、

職
貝
が
歩
い
て
淵
べ
た
手
賞

沼
町
カ
モ
ウ
e
A
Y

チ
ン
ク
コ

ー
ス
や
見
分
け
方
を
紹
介
・

観

察
の
と
き
に
役
立
つ
よ
う
に
と

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
.

期
間
は
、
4
月
7
日
(
日
)
ま

で
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鳥
の
博
物
館
第

5
回
企
画
展

好
評
刀
「
ガ
ン
・
カ
モ
の
世
界
」

と
て
も
便
利
に
な
リ
ま
し
た
。

自
治
会
内
活
動
は
、

6
月
内
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
.
日
月
的
運
動

会、

2
月
の
閲
器
、
将
棋
、
オ
セ
ロ

大
会
や
映
画
会
.
こ
め
ほ
か
に
も
、

年
3
図
、
駅
周
辺
を
含
め
た
消
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
，
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
や
巡
励
会
的
稲
目
的
中
に

企
ひ
と

S
わ
目
立
つ
ウ
イ

ン
グ
自

泊
会
(
県
圃
か
ら
)

4
司

2
月
巾

aに
仔
わ
れ
た
眠
面
会

小
松
さ
ん
(
四
小
)
と
坪
内
さ
ん
(
白
山
中
)
が
見
事
入
選

園
立
科
学
博
物
館
第

7
回
植
物
園
コ
ン
ク
ー
ル

小
松
瑞
木
(
四
A
V
J
1
)
さ
ん
が
悶

長
賞
に
、
坪
内
歌
織
(
白
山
中
3

年
)
さ
ん
が
閉
推
選
に
選
ば
れ
ま

し
た
.

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
・
槌
物
岡

を
描
く
こ
と
を
通
じ

て
科
学
の
目
で
組
物

を
見
る
と
と
も
に
、

昨
年
9
月
か
ら
ロ
月
に
か
け

て
非
集
さ
れ
た
国
立
科
学
博
物

館
筑
波
実
験
植
物
関
主
催
の
第

7
図
純
物
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
が
1
月
刊
日
(
木
)
に
行
わ
れ
‘

自
然
と
親
し
み
‘
自
然
を
愛
す

る
心
主
育
て
よ
う
と
い
、
7
も
の
固

応
募
総
数
は
全
国
の
小
中

学
生
、

一
般
か
ら
3
9
8
3点。

こ
の
な
か
か
ら
入
選
し
た
の

は
、
日
目
名
。
い
ず
れ
も
水
彩
画

で
、
小
松
き
ん
、
坪
内
さ
ん
の
作

品
も
そ
の
ま
ま
植
物
図
鑑
に
使

え
る
ほ
ど
の

出
来
栄
え
.

な
お
、
表

彰
式
は
2
月

ロ
日

(火)、

上
野
町
国
立

科
学
博
物
館

で
行
わ
れ
ま

し
た
.

@
小
松
さ
ん
の
作
品
「
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
7

ゴ
ボ
ウ
」

③
坪
内
さ
ん
の
作
品

「サ
フ
ラ
ン
」

あ

ぴ

れ

『

ιー

あ

司、，

れ

あ

び

ー，
ιー

れ

ー，
ιー

れ

あ

め
に
と
練
留
を
昆
ね
て
き
た

自
然
手
議
、

コ
l
ラ
凡
な
ど

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
や
、

学
年
別
内
側
や
腕
。
を
披

'H
.
客
席
か
ら
は
応
般
に
か

け
つ
け
た
お
訴
さ
ん
か
ら
か

わ
い
い
戸
鑓
が
か
か
る
な
ど

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
・

ま
た
、
大
会
綴
室
で
は
、
ク
ラ

ブ
活
動
で
作
勺
た
作
品
や
各
学

年
内
活
動
を
紹
介
。
見
学
者
の

目
を
刷
用
し
ま
せ
て
い
ま
し
「
コ

一
年
間
の
学
習
の
成
果
を
見

て
も
ら
お
う
と
、

2
月
げ
日
(
日
)

市
民
会
館
で
長
舟
大
学
的
大
学

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
で
は
、
こ
の
日
め
た

市
民
会
館
で
長
寿
大
学
祭

一
年
聞
の
成
果
を
発
表

山
武
農
業
高
校
が
優
勝

手
賀
沼
一
周
駅
伝
競
定
大
会

今
年
で
2
回
目
を
迎
え
た
手

貿
沼
一
周
駅
伝
脱
走
大
会
(
中

央
学
院
大
学
主
俄
)
が

2
月刊
印

日
(
土
)
、
中
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
の
鈎
チ
l
ム
が
参
加
し
開

あ

れ

れ

司

、ー
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平成3年 2月1日現在人口121.201人(+992人)
〔対前年比〉 男60.852人 女60.349人

*世情叡39.∞2世格 (+959也得)

.市役所本庁 85-1111
・つくし野支所 84-8801
・湖北台支所 88-0828
・湖 北 支所 88-2111
・布 佐 支所 89-2お8
・敏宵霊貝会 85ー竹51
・水道局 84-0111
・消防轡 84-0119
・少年センター倒特別

・保健センター 87-1131
・市民会館 84-3311
・申央公民館 82-0515
・..の樽物館 85-2212
・市民体育館 87-1155

-市民図S館本飽84-1110 湖北台
分館87ー筑あ5 布佐分館89-1311
移魁図書館 87-α則

・都市改造事務所 85-1171
・身体陣審者偲担Iセンター 88-0141
・あ らき園 88-4188
・つ つじ荘 88-0123
・生活環蝿探(浄化憎〉日7-2379

(ゴミ)87ー∞15(し尿)88ーお47
・布佐南近隣センター 89-3740
・天王台北近隣センター 82-9988
・板戸近隣センター 83-5363
・市民センター寿83一刀22 湖北

台88-9927 布佐89 竹93

一一七二法一
竺悩一

盈一科目一一
一回
受
一

一突通事自白死半減をめざして-
r私の鍵 AJ作昂

1991. 3. 1 (6) 

|健康体操会員 |

砂日時 3円相自(火〉午後 7時 交通事古賀死半濃をめざし、連軍五 砂練習日 毎週木随日午前109壱ガ

砂会場 組市民文化会館大ホール 者や一般の万から広く奥富を募集。 ら11筒泊分〈会貨同2瓜泊四〉

砂曲目モルダウ、新世界より他 砂応募資信満18級以上の万 砂樹所湖北台市民センター

~I昏I軍 .'J、祢研郎氏 惨応募焼定①学生部門と一般郎 〈湯所ガ確保されだ場合lこ限る〉

惨入損料 S席5α氾向、 A席4000 門②4∞字詰め原宿用紙lこ5位以 砂内容 ストレッチ体燥、りズム

円、 B席3000円 上旬級以内③1佼邑lこ応男邸内、 ダンス等の組み合わせ

惨問い合わせ佐々木君(88)お4日惨問い合わぜ予どもとおとなの タイトル、提言要旨、住所、氏名、

生活艶エル宮(66)9252 年齢、厳禁、性別、 電鱈番号、道施

|シJ!/.7ロード遭演 ~I 免許証の酬を明記@1人 1点で
・サークJレ晶舟 Z玄 未発表の{乍畠⑤作1i¥1<1:返却しまぜ

砂日時 3月 9日(工〉午後2隠30 ん。著作権は〈財〉白本受通安全叡

分ガら4跨30分(入樋照料〉 育普及協会に帰属レます。

|危際物取扱鶴状の書換|
危険物取級者免状に添付されて

砂会燭市民会館大会飯室 砂送信先問い合わt主 4月30日 いる写良ガ風車E後10年を越え疋も

砂演題申国の文字句歴史と日本 〈火〉までに干1∞-91東京中央郵便 の1<1:、本人の確鴎ガ銀しくTJ.る砲

の文字巳与えた影響 局比「主主通事自主死半減をめざレて」 合ガある疋め、写民に係る笛段ガ

~!II師李燕生氏〈北京葉万文学 私の提g窃務局H03(323O)4388へ 必要に広りました。平成元年3月

館宮員寂慢 I'-UI.....II ~ .d.I1 ""'- .A... -̂-- I:J  I 31日以前に受f甘されだ免状の写真

炉問い合わせ寺&;lHω2)12∞ 1湖北剣友会会員| ガ雌後10年を紐えている胎

砂線習目白酒田隠午前 9時から は、甲成4年3月31日までに曾換EB 
| 「 み ど り園」臨時職員| :玄白芯「以上

砂田橿生活指導楠悶贋(3Bふ 惨申し込み ・問い合わせハガキ

~1lI務 受笛僧~ (女性で健臼!こ関 !こ住所、氏名、年齢〈学年〉、保温省

砂日時 3月 68(水〉午前1(燭ガ ら正午(天王台北近隣センター〉 砂対象初凝固で介護等の手伝い

砂対象新中学生をあ符ちの布団 をしてくださるボランティ戸の万ら11時鉛分〈入鋸源開〉

砂テーマ 「限りなきU~蛾」ー失語 さん方〈先着1民民呂、受講無料〉 砂申し込み・問い合わせ 電話で

症・ まひと付き合い怠ガらー 炉開師我孫手市消f望者の会 社会福祉協議会合(84)1539へ

~!II師償蛋琴子氏 (ID戸市立病 砂申し込み・問い合わせ 電話で 減湖北駅北口から阜で送迎あり

院曾笛目11線土〕 市民生活課消費生活係へ 1 ，...." C:::::II I 

時燭問い合わ せ易 醐笛 疑事でのご来婦はご澗 くださ比 |保健推進員 |

?ilセンタ 宮〈酬41 l |中学生卓球大会ll涯に誌な♂ヰ2
|香 蘭 展 | L日時 3周到白〈白〉午前9持団性で、ポランティ戸活動に 脚M

'日時 3月 9日(主〉、10日〈日〉 分ガら〈市民俸育館〉 ある方〈各地区 1名〉

午前10時から午後6時 砂橿自学年別シシクルス、コヰー 惨活111内容 ホ保健センターの事

惨会喝 イトーヨーカド内戸プンシングルス ダブルス 業のPR活動*健康面での学習会

ピイホール(入編無料〕 砂穆加貿信 市内在住在学の中 *赤ちゃんやお年五寄り怠どへの家

惨問い合わ世 主主張手東海蘭友の 学 2年までけ人3糧自著書加司能〉 庭訪問本健康まつりへの参加

会秋短H(88)2お9 砂移加買シングルス1∞円、ダブ 惨申し迅み・問い合わせ保健セ

|オス トメイト昔話芸品 湾 当 日tLハガキ炉開7)1矧 .......1 
L日開 3閉 7臼〈目〉午後市30 に釧 閥 、 師、氏名、学年棚 |ず額計二 ス講習会参加者 |

分から 4時30分〈入国語無料〉

砂会lIII i自市叡育福砧会館

記し、3月刊日〈問、J品種〉までlこ布 惨日開 3月31巴〈白〉から邑週日

佐平和台7の 2の竹高図版I'l1JH 曜日田〉午前9時ガら竹時

惨苅象 人工虹門 ・人工ぼうこう 〈89)1210(午後旬開以降〉ヘ 砂対象市内直佳の高桜生以よ

遁踊およびその措等 |和固J内ターゲット| 闘員 50名〈捌の渇合側)

惨問い合わせ〈社〕日本オストミ |パートコ JI.Iフ大会| 砂診加費 2000伺

一協会干票県支邸、東H0472(51) 惨日時 3月24日(日〉午後日時30 ~申し迅ゐ 3月24日〈日〉午前日

∞ω、酒井H0475(23)74ω 分から〈申学生以上、 T人5∞同〉 時から9時30分湖北台中央公閣内

|親子スキー教室 |ツカ場〈荊J恨川河川叡〉

砂会樋市民障上競筏渇およびサ テニスコートで受何〈雨天実施〉

惨問い合わせ我孫子市硬式テ二

砂日程 3周23日(土〉から26日(火〉 砂種目 初中級〈ウ工、yジコー スクラブ古川宮(83)4945、石井宮

〈顧王温泉スキー樋3 ス〉と上級〈フルセットコース〕で (82)5切8

砂定員 先8ω名 男女個人戦

修費用大人〈中学生以上)3万円、

子供〈小学3年以上)2万任問伺

砂申し込み ハガキに住所、氏名、

年齢、性別、電E番号、希望コース、

惨申し迅ゐ ・問い合わせ往復ハ ゴルフ歴を明犯しく中学生の娼合

ガキに C3月続予スキー叡室希 は保接奮の署名と抑印も必要)3 

!1:!"、 住所、氏名、電毘番号、生年 月15日(金、消臼育勉〉までに我孫

周目、学年、性別を、貿スキ常温 三子1飽4教育蜜員会体育課へ

の抱合は身長、足のサイズを明白 惨問い合わ世尾上官(88)3151、

し、白山2の 5の23吉田方我孫子 鷹筒H(88)9040

スキクラブ事務局宮(82)ω27へ 減ゴルフクラブは各自同意

392 

司い合わ世消防本部予防課予

⑩⑧⑪⑧⑧  

1α碕30分〈湖~t/J 、学際体育館〉

砂問い合わ世米山H(84)5753 らビデオデ、ツキ 1台、日本電気我

孫子事業属労働組合阪から自転車

1台の胃腸がありました。E E沼恒量撞彊m:刷Kik・
園
周

3
用
調
翻

1金

2主 e酒曹相腕=渇市民センヲー自お~1 1::Kl

3⑥ 
'範燭栂麟ー海市民センヲ-1D:!Xト14∞
組V白眉当奮医=テレホンサービス
~IUlU瞳ms量目 ::::fl阻担2自制畠軍用(市民主E削除lIJJ

4月
~ø~ごと相麟ー湾市民セン9-9:日ト15∞
，消費生活相麟=市民1!l~書室1仕日ト15∞
w市民図置館体起 vつつじ珪体館 .r蝿の聞掬館体館

5火 ~ili律相邸=市民相談室9∞から先着108程度

6水
。消貫生活相E買=市民lG鎖室10∞~15∞
e水道斜壷嗣入期限=預金口座信白日

7木
e年金相腕=市民椙説室1(t∞~15∞
e値康相麟=つつじ涯1色町ト11:30

8金 e本働産相殴=市民相験室10:∞~15∞

9土 e市役所閉庁〈一郎の胞設1<1.除く)

10@ ~8閣当番医=テレmンサービス'体8UI帽凶日=昨日匝飽M聾商価飴圏内~ト1131

llll月
。rØ~ごと相蹟ー保健センター~:!Xト15 ∞
~受過事位相邸=市民相訪室10:00-15∞
摩市民図.箇体重g ~つつじを体館 ~属の聞帽固体111

ll2火
e法律相殴=市民相続璽9:∞1)ら先.tl108程度
e つつじ荘体飽

ll~ 水 官消貫生活相殴=市民相説室10江ト15:∞

ll4木
民F霊肥棺股=市民椙Z高室10∞~12 ∞
町笹原栂肢=つつじ涯10:庇ト11:30

ll5金

ll6土
~酒曹栂殴=寿市民センヲ-9お~11:3O
v少年の日

係なく、夜鋤盟国務もできる万〉 名、 句話番号を記入レ、 4月308 <::1我孫子ライオンズクラブ憎から

|器量「現代人とお墓」lf盆等閑71阻受通貨支ぷ23iz;;?の11の 5踊 ???iT33522君主
|文庫連絡協議会講演会| :Et (;;;;:;木〉午前T備か 221九君主精神薄弱 [蹴手ヨーガクラブ会員| ヰ民会儲から往金制雌蜘

砂日時 3月 2日〈土〉午後2開30 ・，会樋恨戸近隣センター 者更生施段みどり園〈中館ヨ310)H ~練習日 3月中は箇週月描(市 基金にと 2万円の寄l百ガありまし

分〈恨戸近隣センター、入喝照料〉 惨鴎師 繊山美智二子氏(消貫生活 〈87)0511 佐南近隣センタ 午前 g時~正 た。

:221i:225二例〕 ;ZZL;;gr主題で|「和楽 園Ja認証Z|工完抜高品22L72這誌と212二
炉問い合わせな会福祉協脳会 市民生活課消貫生活係 修日時 3月12日〈火〉午前10鯖30 館午前1(買曙40分~午後日時10分〉、 わり留にと Bミリビデオカメラの

官制)1悶 1お弁当つくり方講習4|分(嫡 馴〉 包週木臨〈天王台北近鱗センター 寄贈ガありまし定。

|怠純計講演会| 同時間日日制午前ム LTJ3醐老人ホーム和議 :2FJ022?込金制円 :::13153ffZ25;

|我孫子剣道連盟会員| 霧

車五喪主!?脅愛
読221詩i議議


